
Ⅵ おわりに

本研究では、ＰＢＳコンサルタントの養成と支援体制の整備を通じて、徳島県におけるＳＷＰＢＳの

地域展開を支える仕組みづくりを試みた。１年間のモデル事業を通じて、学校現場への継続的な支援が

ＰＢＳの定着に寄与することが確認された一方、支援のタイミングや校内推進チームとの連携など、学

校現場を支援するうえでの課題も明らかとなった。今後は、業務マニュアル及び実行度サポート集等の

活用や研修内容の充実を図りながら、ＰＢＳコンサルタントの役割を明確化し、特別支援学校のみに

ＰＢＳコンサルタントを配置するのでなく、小・中学校からもＰＢＳコンサルタントが選任できるよう

持続可能な支援体制の構築をめざす必要がある。そのためには、徳島県教育委員会や各市町村教育委員

会との連携が不可欠であり、今後も協働体制を図りながらＳＷＰＢＳの地域展開を更に推進させていき

たい。

*１ School-Wide Positive Behavior Support の略。学校・園全体で幼児児童生徒の望ましい行動を促

進するための包括的な支援システム。

*２ 大久保賢一・月本弾・大対香奈子・田中善大・野田航・庭山和貴「公立小学校における学校規模ポジ

ティブ行動支援(SWPBS)第 1 層支援の効果と社会的妥当性の検討」（『行動分析学研究 2020年第 34 巻第

２号』所収、一般財団法人日本行動分析学会編、255頁）。

*３ 若林上総・半田健・田中善大・庭山和貴・大対香奈子編著『学校全体で取り組むポジティブ行動支援

スタートガイド』ジアース教育新社、2023年、197～198頁。

*４ 学校がＳＷＰＢＳを導入、運用する際に、支援や実践が計画通りに実行できているかどうかを評価す

るための尺度である日本語版ＴＦＩ（Tiered Fidelity Inventory）の簡易版として、徳島県がプロジェ

クトチームの監修のもと作成したもの。20点満点で得点が高いほど、実行度が高いと評価する。

*５  「ダイバーシティとくしま」の実現に向けて、多様な学びの場の充実や特別支援学校のセンター的機

能の充実と専門性向上を図るため、これまで徳島県の特別支援教育に指導助言をいただいてきた最新の

研究知見を有する教育分野の研究者で構成する専門家チーム。

*６ 徳島県教育委員会・東みよし町教育委員会『スクールワイドＰＢＳ～スクールワイドＰＢＳを学校に

導入するために』リーフレット、2018年、９～10頁。

*７ 平澤紀子「わが国における学校規模ポジティブ行動支援（SWPBS）の開発と貢献」（『行動分析学研究

2020年第 34巻第２号』所収、一般財団法人日本行動分析学会編、278頁）。

― 42 ―

オンライン講座・体験講座による学びの機会の提供を探る 

―「徳島おもてなし体験講座」を通して― 

 

 

生涯学習支援課　海部 泰雅 

 

要　　　　旨 

　本研究は、マナビィセンターにおける子供向けの生涯学習の充実を図ることを目的として、

オンラインと体験活動を組み合わせた「徳島おもてなし体験講座」による学びの可能性を研

究したものである。研究の結果として、オンライン講座の導入により、地理的な制約を解消

し、子供たちの学びへの参画を促進する効果が見られた。また、体験活動を通した学びでは、

徳島県の文化や魅力を外国語で発信することを通して、子供たちの地域社会への主体的参画

を促す可能性が示唆された。一方で、子供たちはオンラインよりも対面での交流や体験を重

視する傾向が見られ、オンラインと体験活動の双方の利点を生かした講座運営の在り方を検

討する必要があることも明らかとなった。 

 

キーワード：子供、体験活動、オンライン、生涯学習、グローバル、ウェルビーイング 

                                            

Ⅰ　はじめに　 

　　長寿化が進展する人生100年時代において、生涯を通じたウェルビーイングの実現には、教養を

　高め、多様な人々と出会い、自己実現を図るための学習を個人の自発的意思に基づいて行ってい

　くことが重要である。第４期教育振興基本計画（文部科学省）に示されているように、子供や若

　者、社会人、高齢者等、年齢を問わず学び続け、生涯学習を通じて自らの向上や地域や社会への

　貢献の意欲を持ち、当事者として地域社会の担い手となる人を尊重する社会がめざされるべきで

　あり、そのために社会教育が果たす役割は非常に大きい。 

　　また、第４期教育振興基本計画の、［日本社会に根差したウェルビーイングの向上］の中で、「ウ

ェルビーイングが実現される社会は、子供から大人まで一人一人が担い手となって創っていくも

のである。社会全体のウェルビーイングの実現に向けては、個人のウェルビーイングが様々な場

において高まり、個人の集合としての場や組織のウェルビーイングが高い状態が実現され、そう

した場や組織が社会全体に増えていくことが必要となる。子供たち一人一人が幸福や生きがいを

感じられる学びを保護者や地域の人々とともにつくっていくことで、学校に携わる人々のウェル

ビーイングが高まり、その広がりが一人一人の子供や地域を支え、更には世代を超えて循環して

いくという在り方が求められる。」 と述べられており、大人だけではなく、子供たちの主観的な

認識の変化が求められている。また、現代は将来の予測が困難なＶＵＣＡの時代とも言われてお

り、多様な価値観や文化的背景を理解し、グローバルな視野で活躍するための資質や他者と協働

してチームで問題を解決する協調性も求められている。さらに、［各学校段階における教育ＤＸの

推進］では、「生涯学習においては、遠隔・オンライン教育の活用による受講の利便性の向上や学

習履歴の可視化におけるデジタル技術の活用を推進すべきである。」 とあり、県民の生涯学習を

支援する施設であるマナビィセンターにおいても、対面による講座とオンラインを活用した講座

＊１

＊2
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のそれぞれのよさを生かしながら、講座を実施していくことが必要である。 

　　マナビィセンターでは、地域住民の交流や子育て支援の場づくりができる講師の育成や受講者

　同士の交流を深める場を目的とした「マナビィセンター主催講座」、家庭や地域の子供たちを地域

　総ぐるみの豊かな育みにつなげることを目的とした「共育たのしみ隊パワーアップ講座」、家族で

　参加できる様々な体験を通して家族の絆をより深めるとともに、子供の学習への興味・関心や意欲

　の向上を目的とした「ファミリー体験プロジェクト」、徳島の魅力を発信したり、友好的で円滑な

コミュニケーションを図ったりできる人材を育

成するための「徳島おもてなし体験講座」など、

様々な講座を実施している。受講者へのアンケ

ート結果からは、いずれの講座も受講者から高

い評価を得ており、満足度は高くなっている。 

　しかし、マナビィセンターにおける講座は、

前年度からの継続受講している受講者が多くを

占めており、新規受講者の割合は少なくなって

　いる。受講者数の推移を見ると、令和４年度より大人も子供も年々減少傾向にある（図１）。その

  要因としては、年齢を理由に受講を辞められる方の増加と、コロナ禍を経ての新規受講者の減少、

　県内の人口の減少等が考えられる。また、総合教育センターの立地場所は、登り坂が多い場所に

　あり、ＪＲの最寄り駅からの徒歩での移動が負担であることや最寄りのバス停における運行本数

　が少ないことも、新規受講者数の減少の要因としてあげられる。さらに、遠くに住んでおり、参加

　したくても来館できない受講者もいると考えられる。子供の参加については、参加できるのは基

　本的に、学校の授業のない土日の講座になり、保護者等の送迎が必要であることや、塾や習い事

　等も多様化しており、通年で総合教育センターに通うには難しいことが要因の一つと考えられる。 

　そこで本研究では、受講割合の低い子供の新規受講者を開拓し、社会教育における子供の学び

の充実を図るために、小中高生を対象とした「徳島おもてなし体験講座」に焦点を当て、オンラ

インを活用した体験講座による学びの機会の提供について分析を行っていくこととした。 

 

Ⅱ　研究仮説 

　　マナビィセンターの生涯学習支援事業において、小中高生を対象とする、オンラインと体験活

　動を取り入れた「徳島おもてなし体験講座」を実施することで、受講者の距離的制限が解消され、

　子供の新規受講者の増加を促し、本県の生涯学習の推進に寄与するであろう。　　 

 

Ⅲ　研究の実際 

　１　「徳島おもてなし体験講座」について 

 （１）経緯 

　　　　令和４年度に「2025年大阪・関西万博応援事業」として、小中高生を中心に、万博につい

　　　て広く県民に周知するとともに、関西広域連合の一員である徳島県民として、主体的に万博

　　　に関わっていく機運を高めるために開講された。令和４年度は、英会話・韓国語会話・中国

　　　語会話などの語学を中心としたオンライン講座と、万博について理解を深めるための万博応

　　　援講座を実施した。そして、講座を終えた受講者を「おもてなしサポーター」として認定し、

 

 

 

 

 

 

図１　マナビィセンター主催講座受講者数の推移
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図１　マナビィセンター主催講座受講者数の推移

― 44 ―

　　　徳島県の魅力を伝える一人としての意識を高めるためにピンバッジや認定証を配付した。 

　　　　令和５年度からは、「マナビィセンター主催講座」の中に位置付けられ、国の事業である「地

　　　域ぐるみで『体験の風を起こそう』運動推進事業」から財源を確保しながら運営を行うこと

　　　となった。オンラインによる外国語会話講座の他に、徳島の文化や魅力を体験し、その魅力

　　　を他言語を用いて発信したり、交流したりする体験講座を実施することで、子供たちの地域

　　　社会への主体的参画を促した。 

　　令和６年度は、オンラインによる外国語会話講座を、学年による学びの経験差が少ない中

　国語会話・韓国語会話に絞り、実施した。また、子供たちの国際的な視野と徳島のよさを伝

　える「おもてなし」の心を育むことや、学年を越えた活動を通して、交流の輪を広げることを

　目的として、各オンライン講座で交流をした後に、中国語・韓国語合同で体験活動を実施した。 

　　このように、「徳島おもてなし体験講座」は、大阪・関西万博の応援を起点として、子供た

　ちの徳島県への郷土愛を高め、地域社会へと進んで参画していこうとする機運を高めるため

　に、オンラインと体験活動の両方を活用しながら、取り組んできた。 

 

　（２）講師について 

　　　　「徳島おもてなし体験講座」では、「2025年大阪・関西万博」に来日する外国の方に、徳島

　　　のことを紹介したり温かいおもてなしをしたりできるようにすることを目的に、「語学の習得

　　　だけでなく、徳島の魅力を子供たちに伝えられる方」、「御自身も徳島のよさを実感されてい

　　　る方」、「各方面で講座などを開催し、講師経験の豊富な方」を基準として、次の３名の講師

　　　を選定した。 

    　①　英会話講師 

　　　　　県内大学准教授として、異文化コミュニケーションや文学等を研究しており、異文化共

　　　　生や異文化理解を深めるための取組や、日本を訪問する外国の方に向けてのガイドブック

　　　　や旅行についてのアドバイスを行っている。地域の魅力を国際的な視点から再発見する活

　　　　動を展開している。 

　　　②　中国語会話講師 

　　　　　県内の勤労者支援機関に勤務し、多文化共生社会の実現に向けた取組を行っている。徳 

　　　　島県民と外国の方が共に暮らしやすい地域づくりをめざし、YouTube等を活用した講座の配 

　　　　信も行っている。また、徳島の文化や魅力についても発信しており、講師自らも藍染め等 

　　　　の徳島のよさについて理解している。 

　　　③　韓国語会話講師 

　　　　　県内のカルチャーセンターで韓国語講座の講師を務めており、初級から上級まで幅広い

　　　　指導経験をもっている。日本と韓国両方の文化や生活について深い理解があり、双方の視点

　　　　から学習者のつまずきやすい点を的確に捉え、実践的で分かりやすい授業を展開している。 

 

　２　オンライン講座の実施状況 

　（１）オンライン講座の実施方法について 

　　　　「徳島おもてなし体験講座」を始めるに当たり、コロナ禍が明けて間もない時期であったた

　　　め、対面だけの講座の実施が難しく、誰もが参加しやすいオンラインを取り入れた講座を行う
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　　　こととなった。また、子供たちを対象とする講座であり、学校現場にもＧＩＧＡスクール構想

　　　が推進され、徳島県内の子供たちにもタブレット活用が浸透してきたことも、オンライン講座

　　  を取り入れるきっかけとなった。 

　　　　オンライン講座では、総合教育センターのＧＩＧＡスタジオから、Zoomを活用して子供たち

　　　に配信を行った（図２～４）。受講者には、事前に講座ごとにメールでやりとりをして、Zoom

　　　のＩＤとパスコード、オンライン講座のテキストを送付した。 

 

 

　 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　 

　（２）英会話講座について 

      　オンラインの英会話講座は令和４年度のみ、徳島の魅力について紹介するために英会話を学

　　　ぶことを目的として、中高生を対象に全５回講座を実施した（表１）。講師には、県内大学の

　　　准教授を招いて、自己紹介の仕方や四国八十八カ所の紹介の仕方等について御講義いただいた

　　　（図５・６）。 

　 　

　 

　 　

　 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

  （３）中国語会話・韓国語会話講座について 

　　　　令和４年度は中国語・韓国語共に小中高生を中心とした世代が、友好的かつ円滑なコミュニ

　　ケーションを図り、おもてなしができるよう学びの機会を提供することを目的としてオンライ

　　ン講座のみ実施した（表２）。 

　　　　令和５年度からは、外国の方との「体験活動」と「オンラインによる語学講座」とを融合さ

　　せた学びにより、来県する外国の方と友好的かつ円滑なコミュニケーションを図れる人材の育

　　成を目的として、オンライン講座を実施した（表３・４）。講師の先生には、オンラインにお

　　いてもジェスチャーや表情を意識して、受講者とのやりとりを大切に取り組んでいただいた 

　　　（図７～９）。 

図２　配信画面（講師） 図３　配信画面（職員） 図４　配信の様子

図５　講師による配信の様子 図６　受講者との対話の様子

表１　令和４年度　英会話　オンライン講座　実施内容 

 

 

 

 

講座名 対象 日程 内容 参加者数

11月20日 初めまして。英語で自己紹介 17

12月18日 四国八十八カ所等の紹介発表① 13

1月8日 四国八十八カ所等の紹介発表② 10

2月5日 四国八十八カ所等の紹介発表③ 13

3月5日 また会いましょう。自由トーク。 12

おもてなし英会話 中１～高３生
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　　　こととなった。また、子供たちを対象とする講座であり、学校現場にもＧＩＧＡスクール構想
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表３　令和５年度　韓国語会話・中国語会話　オンライン講座　実施内容 

 

 

 

 

表２　令和４年度　韓国語会話・中国語会話　オンライン講座　実施内容 

 

 

 

 

表４　令和６年度　韓国語会話・中国語会話　オンライン講座　実施内容 

 

 

 

 

講座名 対象 日程 内容 参加者数

11月20日 初めまして。中国語で自己紹介 19

12月28日 阿波踊りを紹介する 14

1月8日 鳴門の渦潮を紹介する 11

2月5日 四国八十八カ所の一番札所を紹介する 9

3月5日 また会いましょう。自由トーク 9

12月3日 初めまして。韓国語で自己紹介 14

1月21日 阿波踊りを紹介する 11

2月4日 鳴門の渦潮を紹介する 13

2月18日 四国八十八カ所の一番札所を紹介する 13

3月4日 また会いましょう。自由トーク 10

おもてなし中国語会話 小５～高３生

おもてなし韓国語会話 小５～高３生

講座名 対象 日程 内容 参加者数

6月11日 四つの声調・自己紹介 延期

6月25日 四つの声調・自己紹介 10

7月9日 藍染め 10

7月23日 お遍路 9

9月10日 徳島の食べ物 8

10月8日 徳島の観光地 7

11月12日 藍染めの手順 6

12月3日 中国語でスピーチしてみよう 6

6月11日 韓国語のしくみ・あいさつ 15

6月25日 藍染め 17

7月9日 お遍路 15

9月10日 徳島の食べ物 延期

9月24日 徳島の食べ物 9

10月8日 徳島の観光地 10

11月12日 藍染めの手順 中止

12月3日 韓国語でスピーチしてみよう 11

おもてなし中国語会話 小５～高３生

おもてなし韓国語会話 小５～高３生

講座名 対象 日程 内容 参加者数

7月7日 四つの声調・自己紹介 13

8月4日 藍染め・渦潮を紹介してみよう 10

9月8日 徳島の食べ物や観光地を紹介してみよう 9

9月29日 徳島のすてきなところを中国語で紹介してみよう 9

7月7日 韓国語のしくみ・あいさつ 20

8月10日 藍染め・渦潮 14

9月8日 徳島の有名な食べ物・観光地 9

10月20日 徳島のすてきなところを韓国語で紹介してみよう 7

おもてなし中国語会話 小５～高３生

おもてなし韓国語会話 小５～高３生

― 47 ―
－ 47 －



　

　

　

　 

 

 

 

 

 

　　　オンライン講座のテキストについては、実施する体験活動に向けた内容を意識し、事前に講　

　　師とメールにてデータをやりとりしながら作成していった。実施したオンライン講座での受講　

　　者の様子から、次回のテキスト内容を調整したり、１回50分という短い時間の中で学ぶことが  

    できるような内容に絞ったりと、工夫しながらテキストを準備した。他には、中国語や韓国語　

　　の表記には、必ずカタカナでの読み方と、言葉の意味を入れるようにし、韓国語や中国語の豆　

　　知識や話すときに使える表現を掲載する等、受講者の理解を促すとともに、興味を引くことが  

    できるように工夫した（図10～13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

図８　受講者とのやりとり 図９　韓国語会話講師の様子図７　中国語会話講師の様子

図10　韓国語テキスト　読み方表記 図11　韓国語テキスト 豆知識 

図12　中国語テキスト　読み方表記 図13　中国語テキスト　豆知識
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　　　オンライン講座のテキストについては、実施する体験活動に向けた内容を意識し、事前に講　

　　師とメールにてデータをやりとりしながら作成していった。実施したオンライン講座での受講　
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    できるような内容に絞ったりと、工夫しながらテキストを準備した。他には、中国語や韓国語　

　　の表記には、必ずカタカナでの読み方と、言葉の意味を入れるようにし、韓国語や中国語の豆　

　　知識や話すときに使える表現を掲載する等、受講者の理解を促すとともに、興味を引くことが  

    できるように工夫した（図10～13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

図８　受講者とのやりとり 図９　韓国語会話講師の様子図７　中国語会話講師の様子

図10　韓国語テキスト　読み方表記 図11　韓国語テキスト 豆知識 

図12　中国語テキスト　読み方表記 図13　中国語テキスト　豆知識
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　（４）アンケート結果について 

　　オンライン講座についてのアンケートによると、講座の満足度は、令和４年度から令和６年

度の全て、「とても満足」「満足」を合わせた割合が100％となっており（図14）、受講者にと

っては、満足度の高い講座となっていることが分かった。また、アンケートのコメントでは、

「オンラインで初めてしたので、とても緊張したけど韓国語を初めて言えて嬉しかった」、「中

国語で自己紹介ができ、とても勉強になった」、「徳島のことについて、外国語で言えるよう

になったので観光客の人が来ても、説明できるようになった」、「テキストがあるから内容が

分かりやすく、発表に対してのアドバイスなどもくださり、とてもよかった」など、肯定的な

感想が多く見られた。オンライン講座の受講者の中には出先からタブレットで参加し、受講し

ている方も何名か見られた。どこにいてもオンラインで受講することができる気軽さや、対面

で受講するよりも参加しやすいという参加へのハードルの低さも、オンライン講座の満足度が

高い要因であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　３　体験活動の実施状況 

　（１）「地域ぐるみで『体験の風をおこそう』運動推進事業」について 

　　　 「地域ぐるみで『体験の風をおこそう』運動推進事業」は、国立青少年教育施設がない府県

　　　を対象に、地域の関係機関や団体が連携して、子供たちの自然体験・生活体験の機会を広げる

　　　取組を進める事業である。体験活動の重要性を広く社会に伝え、地域全体で体験活動を支える

　　　体制づくりを行うとともに、子供の健やかな成長と地域的基盤の強化を目的としている。　　

　　　　徳島県では、令和５年度から「徳島から体験の風をおこそう運動推進事業」として、生涯学

　　　習課が母体となり、「とくしま家庭教育のつどい」「牟岐少年自然の家ブックキャンプ」「高校

　　　生読み聞かせボランティア養成講座」等多くの事業を実施している。その取組の一つとして、

　　　総合教育センターでは、「徳島おもてなし体験講座」を計画し（図15・16）、体験活動に向け

　　　たオンライン講座と組み合わせることにより、より充実した体験活動ができるように取り組ん

　　　できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図14　令和４年度から令和６年度オンライン講座の満足度（まとめ） 
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　（２）活動内容 

　　　　「徳島おもてなし体験講座」の体験活動は、令和５年度・令和６年度は徳島県の伝統文化や、

　　　豊かな自然と触れ合うことのできる県内の観光地を中心に、場所を設定した。徳島県の魅力に

　　　ついて子供自らが体験し、実感したことを、自分の言葉で外国の方に伝えることができるよう

　　　にするために、交流の内容を工夫しながら次の５講座を行った（表５）。 

　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　①　徳島城博物館 

　　　　　徳島城博物館では、学芸員の

　　　　方の解説を聞き、英語ではどう

　　　　伝えるのか講師からレクチャー

　　　　を受け、交流するための表現や

　　　　知識を学んだ（図17）。その後、

　　　　徳島城周辺の散策をしながら学 図17　講師のレクチャー 図18　フィールドワーク

図15　講座チラシ　表 図16　講座チラシ　裏

表５　令和５年度・令和６年度の体験活動実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 日時 行き先 参加者数

① 8月5日 徳島城博物館 18

③ 11月18日 阿波十郎兵衛屋敷 11

④

⑤

令和５年度
②

21

とくしま国際戦略センター

藍の館

令和６年度
技の館
渦の道

大鳴門橋架橋記念館EDDY
8月24日

11月26日

8月27日 18

14
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　　　　んだ内容を実際に活用してフィールドワークを行った（図18）。体験活動による、受講者　

　　　　同士の交流を通して、英語学習へのモチベーションを上げることにもつながった。 

 

②　とくしま国際戦略センター 

　　とくしま国際戦略センターに、 

　中国語や韓国語を、母語とする

 方々を招き「日本の伝統遊びで 

　交流しよう」と題して「コマ回 

　し」「だるま落とし」「けん玉」 

　「めんこ」の４つのブースを作 

　り、グループで回りながら交流 

　を行った（図19）。交流では、中国語・韓国語のそれぞれの講師の支援を受け、参加者同士 

　が互いに伝えたい内容を伝え合うことができた（図20）。 

 

③　阿波十郎兵衛屋敷 

　　　　　阿波十郎兵衛屋敷では、初め 

　　　　に、座学による歴史文化を学び

　　　　（図21）、その後、観劇や人形

　　　　浄瑠璃の操作の体験を行った

　　　　（図22）。自らの体験をもとに、

　　　　徳島のよさを発信するための機

　　　　会として、受講者同士の交流の

         場を提供した。 

 

④　藍の館 

　　藍の館で藍染め体験を通して 

　受講者同士の交流活動を行っ

　た（図23）。また、偶然居合わ

　せた外国の方を前に、講師の

　支援を受けながら、学んだ言

　語で話しかけるなどの実践的

　な活動も体験することができた

　（図24）。 

 

⑤　技の館・渦の道・大鳴門橋架橋記念館ＥＤＤＹ 

　　技の館では、藍の歴史について、館長より話を聞き、実際に藍染め体験活動を行った。

　その際に、「藍」や「染める」等の言葉を韓国語や中国語を用いて、伝え合う活動も行った

　（図25）。その後、受講者全員で交流会を行い、韓国語・中国語講師が、それぞれの国の文

　化について紹介したりクイズをしたりして交流を深めた（図26）。 

　　渦の道では、渦潮を見学し、渦潮について紹介する表現等について学んだ。 

図21　歴史文化学習 図22　人形浄瑠璃体験

図23　藍染め体験 図24　外国の方との交流

図20　伝え合う活動図19　ブースを回る活動

― 51 ―
－ 51 －



75.0%

92.6%

25.0%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年度

令和５年度

とても満足 満足 不満 とても不満

80.0%

74.1%

20.0%

22.2%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年度

令和５年度

とても やや あまり まったく

　大鳴門橋架橋記念館ＥＤＤＹでは、館内の中国語や韓国語の掲示板などに注目し、オンラ

インで学んだ表現が使われていることなどを体験した（図27）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　（３）アンケート結果について 

　　　　体験活動を行った後、受講者に講座の満足度や講座の内容が自分の役に立つかどうか、講座

　　　の感想等のアンケートを実施した。また、令和６年度には、オンラインでの講座と対面による

　　　講座のどちらを受講したいか、受講方法に関する希望調査も行った。 

 

　①　満足度について 

　　体験活動では、令和５年度、

　令和６年度ともに「とても満足」

　「満足」を合わせた割合が100

　％となり、オンライン講座同様

　に満足度は高い結果となってい

　る（図28）。このことから、多

　くの受講者が、体験活動への参

　加について肯定的であることが

　分かった。 

 

　　　②　体験活動が役に立つかにつ 

　　　　　いて　　　　　　　　　　

　　　　　体験活動を受講して、自分

　　　　の役に立つかどうかのアンケ

　　　　ート結果によると、「役立つ」

　　　　と感じている受講者の割合の

　　　　合計が令和５年度は96％、令

　　　　和６年度は100％だった（図29）。

　　　　このことから、多くの受講者

　　　　が体験活動に意義を見い出し

　　　　ていることが分かった。 

 

  

図25　技の館 図26　交流会 図27 大鳴門橋架橋記念館EDDY

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図28　令和５年度・令和６年度体験活動の満足度（まとめ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図29　令和５年度・令和６年度体験活動が役に立つか（まとめ） 
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図29　令和５年度・令和６年度体験活動が役に立つか（まとめ） 
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③　受講者の感想について 

　体験活動の受講者からは、語学への関心が高まったこと、徳島のよさを新たに発見したこ

と、交流を通して友達の輪が広がったこと、体験活動を生かしてさらにやってみたいことが

増えたなど、体験活動に対する前向きな感想が多く見られた（表６）。このことから、体験

活動を通して、自分に自信を持ったり、知識が深まったりして、生きた知識として、これか

らの自分の生活に生かそうとしている様子を伺うことができた。 

  

 

④　受講方法について 

 令和６年度には、受講前と最

後の講座終了後に、オンライン

と対面による講座の受講方法に

ついて、希望調査を行った。受

講前は、オンラインが47％、対

面が53％、受講後はオンライン

が40％、対面が60％と、受講後

は対面がわずかに増加している

ものの、どちらも同程度の希望

があることが分かった。 

    希望理由については、オンラ

　 イン希望者からは「対面だと行

　 くときに時間がかかるから」、「いつでも参加しやすいから」、「対面だとはずかしいから」等

　 の意見があり、対面希望者からは「対面の方が分かりやすいから」、「その場で聞けて、時間

　 にラグがないから」、「みんなともっと交流出来そうだから」等の意見があった。 

 

Ⅳ　研究の成果と今後の課題 

１　本研究における成果 

  （１）「2025年大阪・関西万博応援事業」として、2025年開催の大阪・関西万博について、小中高

　　　生を中心に、広く県民に周知することで、関西広域連合の一員である徳島県民として、主体的

　　　に万博に関わっていく機運を高めることができた。 

表６　令和５年度・令和６年度受講者アンケート　受講後の感想より 

 

 ○外国語での実践的な会話ができ、今後の語学の学習に生かせそうだと思った。 

 ○外国語にさらに興味を持つことができた。 

 ○実際に外国語を使って、会話をすることができ、よい体験になった。 

 ○徳島について知らないことがたくさんあったが、徳島についての新たな知識が増えた。 

 ○徳島に観光に来た外国の方に、道案内や観光名所の説明をするのに役立つと思った。 

 ○外国の文化を知りながら、新しい友達もでき、楽しく徳島の文化を体験することができた。 

 ○今度は実際に外国の現地に行ってみたい。 

 ○いろいろな言語で同じような体験をまたしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図30　受講方法の希望調査（令和６年度） 
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　（２）子供たちを対象とした、「徳島おもてなし体験講座」を実施することで、令和４年度から

　　　令和６年度までに延べ人数494名の、多くの子供たちが学校や校種を越えて、参加することの 

　　　できる講座を提供することができた。 

  （３）オンライン講座を取り入れることで、場所や移動時間にとらわれることなく受講者にとって

　　　参加しやすい講座を提供することができた。また、オンラインでの画面を通して、受講者一人

　　　一人との丁寧な会話によるやりとりを実施することができた。 

　（４）県内観光地での体験活動を通して子供たちの交流の輪を広げ、オンラインによる講座を併用

　　　することで、ただの知識としてだけではなく、生きた知識として様々な経験を身に付けていく

　　　受講者の様子を垣間見ることができた。　　 

 

２　本研究における今後の課題 

  （１）コロナ禍を経て、社会全体で子供たちの体験活動の場が不足している現状がある中、生涯学

　　　習や社会教育の場においても、子供たちや家族ぐるみでの体験活動を取り入れた講座の一層の

　　　充実が求められており、これからも進めていく必要がある。 

（２）小学生から高校生まで幅広い年代の子供たちを対象とする「徳島おもてなし体験講座」では、

　　受講者の学年等によって語学に対する理解度に差があるため、講座内容をうまく設定する必要

　　がある。 

（３）オンラインによる講座では、参加しやすい一方、欠席もしやすくなり、回数を重ねるごとに

　　 受講者数が減っていく傾向があることが課題である。また、講座の実施日が土日であり、子供

     たちの学校行事や、習い事などと重なることも多く、全ての子供たちが実施日に都合を合わせ

     ることが難しいため、回数や期間の設定も課題である。 

 

Ⅴ　おわりに 

　　現代において、子供や若者、社会人、高齢者等、年齢を問わず学び続け、生涯学習を通じて

　自らの向上や地域や社会への貢献の意欲を持ち、当事者として地域社会の担い手となる人を尊重

　する社会がめざされている。マナビィセンター主催講座においても、オンラインと体験活動の両

　方のよさを取り入れながら、大人だけではなく、子供たちの生涯学習も充実させていくことが肝要

　である。本研究では、県内の多くの子供たちが体験学習の機会を求め、期待を持っていることを伺

　うことができた。これからの講座運営について、多くの子供たちが参加できる、様々な形態の講座

　の機会を提供していきたい。ひいては、徳島県における生涯学習の更なる充実に向けて、その役割

　を果たせるよう、マナビィセンターの講座運営に取り組んでいきたい。 

　　最後に、これまで長年に渡り「徳島おもてなし体験講座」に関わってくださった、講師の先生方 

　及び、諸機関全ての方々に感謝の意を表します。本当にありがとうございました。 
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